
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　矩形状の外箱と、この外箱内に収容された可撓性の内袋と、この内袋に取付けられて外
箱の壁面を貫通して外部に延出した注出口と、この注出口に取付けられ キャップとを具
えたカートリッジ容器において、
　前記キャップは、 前記注出口 を閉止
するとともに、キャップの開口端縁の表面が、この表面と対向した前記外箱の対向外壁の
表面に、平行に接触するように設けられていることを特徴とするカートリッジ容器。
【請求項２】
　前記キャップは、その外周面の一部が、少なくとも、前記対向外壁と周縁を共有した

１つの外壁の表面を延在した平面に接するように設けられ
ていることを

特徴とする請求項１に記載のカートリッジ容器。
【請求項３】
　矩形状の外箱と、この外箱内に収容された可撓性の内袋と、この内袋に取付けられて外
箱の壁面を貫通して外部に延出した注出口と、この注出口に取付けられたキャップとを具
えたカートリッジ容器において、
　前記キャップは、その開口端縁の表面が、この表面と対向した前記外箱の対向外壁の表
面に非接触とするとともに、その外周面の一部が、少なくとも、前記対向外壁と周縁を共
有した１つの外壁の表面を延在した平面に接するように設けられ
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輸送又は保管するとき、 に取付けられてこの注出口

外
箱の 、この外壁の表面が接地す
るように前記外箱を横置きした場合、キャップの外周面も接地するようにし

、



　
ていることを特徴とするカートリッジ容器。

【請求項４】
　矩形状の外箱と、この外箱内に収容された内袋と、この内袋に取付けられて外箱の壁面
を貫通して外部に延出した注出口と、この注出口に取付けられ キャップとを具えたカー
トリッジ容器において、
　前記キャップは、 前記注出口 を閉止
するとともに、キャップの開口端縁の表面が、この表面と対向した前記外箱の対向外壁の
表面に、平行に接触するように設けられていることを特徴とするカートリッジ容器。
【請求項５】
　矩形状の外箱と、この外箱内に収容された内袋と、この内袋に取付けられて外箱の壁面
を貫通して外部に延出した注出口と、この注出口に取付けられたキャップとを具えたカー
トリッジ容器において、
　前記キャップは、その開口端縁の表面が、この表面と対向した前記外箱の対向外壁の表
面に非接触とするとともに、その外周面の一部が、少なくとも、前記対向外壁と周縁を共
有した １つの外壁の表面を延在した平面に接するように設けられ
　

ていることを特徴とするカートリッジ容器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
この発明は、事務用印刷機、複写機等に粘性のインキを送るために、インキを充填した状
態で事務用印刷機、複写機等に装着するのに好適なカートリッジ容器に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来この種のカートリッジ容器としては、図４に示すように矩形状の外箱１と、この外箱
１内に収容された可撓性の内袋２と、外箱１の壁面を貫通して外部に延出する注出口３と
、この注出口３に取付けられたキャップ４とを具えたカートリッジ容器はすでに公知とな
っている。なお 10は外箱１と内袋２とを接着する接着剤を示す。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
ところでこのようなカートリッジ容器は、内袋２内にインキ６を充填すると内袋２が膨ら
み、この状態で放置しておくとインキ６の自重等によって下方によっていく力が作用する
。そしてこの力によって輸送中又は保管中に外箱１の歪みや、内袋２の変形等が発生して
注出口３に部分的な張力が働き、外箱１の対向外壁７の表面８とキャップ４の開口端縁の
表面９との間に間隙ａがあるため、注出口３が傾いてしまい、印刷機又は複写機等に装着
できなくなることがあり、特に高温、高湿下での輸送又は保管の際はこのような状態が顕
著に発生し、さらに落下した時、注出口３が損傷するという問題がある。
【０００４】
そこでこの発明の目的は、前記のような従来のカートリッジ容器のもつ問題を解消し、高
温、高湿下での輸送又は保管の際においても、外箱が変形して注出口が傾くことがなくて
、印刷機又は複写機等に装着できなくなることがなく、さらに落下した時、注出口が損傷
することのないカートリッジ容器を提供するにある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　この発明は前記のような目的を達成するために、請求項１に記載の発明は、矩形状の外
箱と、この外箱内に収容された可撓性の内袋と、この内袋に取付けられて外箱の壁面を貫
通して外部に延出した注出口と、この注出口に取付けられ キャップとを具えたカートリ
ッジ容器において、前記キャップは、 前記注出口

を閉止するとともに、キャップの開口端縁の表面が、この表面と対向した前記
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輸送又は保管するとき、前記１つの外壁の表面が接地するように前記外箱を横置きし、
キャップの外周面も接地するようにし

る

輸送又は保管するとき、 に取付けられてこの注出口

前記外箱の 、
輸送又は保管するとき、前記１つの外壁の表面が接地するように前記外箱を横置きし、

キャップの外周面も接地するようにし

る
輸送又は保管するとき、 に取付けられて

この注出口



外箱の対向外壁の表面に、平行に接触するように設けられていることを特徴とするもので
ある。
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の発明において、前記キャップは、その外周
面の一部が、少なくとも、前記対向外壁と周縁を共有した １つの外壁の表面を延在
した平面に接するように設けられ

ていることを特徴とするものである。
　請求項３に記載の発明は、矩形状の外箱と、この外箱内に収容された可撓性の内袋と、
この内袋に取付けられて外箱の壁面を貫通して外部に延出した注出口と、この注出口に取
付けられたキャップとを具えたカートリッジ容器において、前記キャップは、その開口端
縁の表面が、この表面と対向した前記外箱の対向外壁の表面に非接触とするとともに、そ
の外周面の一部が、少なくとも、前記対向外壁と周縁を共有した１つの外壁の表面を延在
した平面に接するように設けられ

ていることを特徴
とするものである。
　請求項４に記載の発明は、矩形状の外箱と、この外箱内に収容された内袋と、この内袋
に取付けられて外箱の壁面を貫通して外部に延出した注出口と、この注出口に取付けられ

キャップとを具えたカートリッジ容器において、前記キャップは、
前記注出口 を閉止するとともに、キャップの開口端縁の表

面が、この表面と対向した前記外箱の対向外壁の表面に、平行に接触するように設けられ
ていることを特徴とするものである。
　請求項５に記載の発明は、矩形状の外箱と、この外箱内に収容された内袋と、この内袋
に取付けられて外箱の壁面を貫通して外部に延出した注出口と、この注出口に取付けられ
たキャップとを具えたカートリッジ容器において、前記キャップは、その開口端縁の表面
が、この表面と対向した前記外箱の対向外壁の表面に非接触とするとともに、その外周面
の一部が、少なくとも、前記対向外壁と周縁を共有した １つの外壁の表面を延
在した平面に接するように設けられ

ていることを特
徴とするものである。
【０００６】
【作用】
前記のような請求項１に記載の発明においては、内袋内にインキを充填すると内袋が膨ら
み、インキの自重等によって下方によっていく力が作用し、この力によって輸送中又は保
管中に外箱の歪みや、内袋の変形等が発生して注出口に部分的な張力が働いても、外箱の
対向外壁の表面とキャップの開口端縁の表面との接触面でこの力を吸収して注出口が傾く
ことがない。
【０００７】
請求項２に記載の発明においては、内袋内にインキを充填することによって、内袋の変形
等が発生して注出口に部分的な張力が働いても、外箱の対向外壁の比較的大きな剛性の表
面とキャップの開口端縁の表面との接触面でこの力を吸収し、これによって注出口が傾く
ことがないのに加えて、外箱の外壁のキャップの外周面の一部と同一平面上ある表面が接
地するようにカートリッジ容器を横置きすると、キャップの外周面の一部も接地するので
注出口が傾くのが防止される。
【０００８】
請求項３に記載の発明においては、外箱の外壁のキャップの外周面の一部と同一平面上に
ある表面が接地するようにカートリッジ容器を横置きすることによって、キャップの外周
面の一部も接地するので注出口が傾くのが防止される。
【０００９】
【実施例】
図面に示す各実施例において、前記従来のカートリッジ容器と同一の部分には同一の符号
を付して説明を省略し、主として異なる部分について説明する。図１に示す第１実施例に
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外箱の
、この外壁の表面が接地するように前記外箱を横置きし
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、輸送又は保管するとき、前記１つの外壁の表面が接地
するように前記外箱を横置きし、キャップの外周面も接地するようにし

る 輸送又は保管すると
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前記外箱の
、輸送又は保管するとき、前記１つの外壁の表面が接

地するように前記外箱を横置きし、キャップの外周面も接地するようにし



おいては、キャップ４の開口端縁の表面９が外箱１の対向外壁７の表面８に平行に接触す
るように取付けられている。このようなものにおいて、前記の従来のものと同様にして内
袋２内にインキ６を充填すると内袋２が膨らみ、インキ６の自重等によって下方によって
いく力が作用し、この力によって輸送中又は保管中に外箱１の歪みや、内袋２の変形等が
発生して注出口３に部分的な張力が働いても、外箱１の対向外壁７の表面８とキャップ４
の開口端縁の表面９との接触面でこの力を吸収して注出口３が傾くことがない。
【００１０】
図２に示す第２実施例は、キャップ４の一部の外周面 11が、外箱１の外壁７の接触表面８
以外の少なくとも１つの外壁、この実施例では外壁７と直角な外壁 12の表面 13と同一平面
上にある点で、第１実施例と相違する以外他に異なるところがない。このようなものにお
いては、前記の従来のものと同様にして、内袋２内にインキ６が充填されて内袋２の変形
等が発生して注出口３に部分的な張力が働いても、外箱１の対向外壁７の比較的大きな剛
性の表面８とキャップ４の開口端縁の表面９との接触面でこの力を吸収し、これによって
注出口３が傾くことがないのに加えて、外壁 12の表面 13が接地するようにカートリッジ容
器を横置きした場合に、キャップ４の一部の外周面 11も接地するので注出口３が傾くのが
防止される。
【００１１】
図３に示す第３実施例は、キャップ４の開口端縁の表面９と、外箱１の対向外壁７の表面
８との間に間隔ｂが設けられて、両表面８，９が非接触となっている点で、第２実施例と
相違する以外他に異なるところがない。このようなものにおいては、第２実施例と同様に
して、内袋２内にインキ６が充填されて内袋２の変形等が発生して注出口３に部分的な張
力が働いても、外壁 12の表面 13が接地するようにカートリッジ容器を横置きしておくこと
によって、キャップ４の外周面の一部 11も接地するので注出口３が傾くのが防止される。
【００１２】
前記の各実施例は内容物としてインキを使用したインキ容器となっているが、これに限ら
ず他の任意の液体を収容する液体容器としてもよい。また外箱１、内袋２、注出口３、キ
ャップ４はいずれも従来公知の材料を使用して形成されるものであって、例えば外箱１に
は紙、ダンボール紙等が使用され、内袋２にはプラスチックの単層もしくは積層フィルム
、又はプラスチックと紙もしくは金属箔等との積層フィルム等が使用され、注出口３、キ
ャップ４等としてはプラスチックの成形品等が使用されるが、キャップ４に関していえば
、加工性が良好で、あまり変形することがなく、軽量のものが好ましい。
【００１３】
図５は、従来例（図４）、第１実施例（図１）、第２実施例（図２）、第３実施例（図３
）を、それぞれ 50℃ 90％ RHの環境下に３日間保存し、各カートリッジ容器の寸法Ｙの変化
量を示す。なお同図中、縦置きとは注出口３の存在する外箱１の外壁７の表面８が、接地
面に対して平行でかつ上方に位置している状態を示し、横置きとは表面８が接地面に対し
て垂直となっている状態を示す。
【００１４】
【発明の効果】
　この発明は前記のようであって、請求項１に記載の発明は、矩形状の外箱と、この外箱
内に収容された可撓性の内袋と、この内袋に取付けられて外箱の壁面を貫通して外部に延
出した注出口と、この注出口に取付けられ キャップとを具えたカートリッジ容器におい
て、前記キャップは、 前記注出口 を閉
止するとともに、キャップの開口端縁の表面が、この表面と対向した前記外箱の対向外壁
の表面に、平行に接触するように設けられているので、高温、高湿下での輸送又は保管の
際においても、外箱が変形して注出口が傾くことがなくて、印刷機又は複写機等に装着で
きなくなることがなく、さらに落下した時、注出口が損傷することがないという効果があ
る。
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の発明において、キャップの外周面の一部が
、少なくとも、前記対向外壁と周縁を共有した１つの外壁の表面を延在した平面に接する
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る
輸送又は保管するとき、 に取付けられてこの注出口



ように設けられ
ているので、注出口が傾くことがないのに加えて、この外壁の表

面が接地するようにカートリッジ容器を横置きすると、キャップの外周面も接地して、注
出口が傾くのが 防止されるという効果がある。
　請求項３に記載の発明は、矩形状の外箱と、この外箱内に収容された可撓性の内袋と、
この内袋に取付けられて外箱の壁面を貫通して外部に延出した注出口と、この注出口に取
付けられたキャップとを具えたカートリッジ容器において、前記キャップは、その開口端
縁の表面が、この表面と対向した前記外箱の対向外壁の表面に非接触とするとともに、そ
の外周面の一部が、少なくとも、前記対向外壁と周縁を共有した１つの外壁の表面を延在
した平面に接するように設けられ

ているので、外箱
の外壁の前記表面が接地するようにカートリッジ容器を横置きしておくことによって、キ
ャップの外周面も接地するので注出口が傾くのが防止されるという効果がある。
　請求項４に記載の発明は、矩形状の外箱と、この外箱内に収容された内袋と、この内袋
に取付けられて外箱の壁面を貫通して外部に延出した注出口と、この注出口に取付けられ

キャップとを具えたカートリッジ容器において、前記キャップは、
前記注出口 を閉止するとともに、キャップの開口端縁の表

面が、この表面と対向した前記外箱の対向外壁の表面に、平行に接触するように設けられ
ているので、高温、高湿下での輸送又は保管の際においても、外箱が変形して注出口が傾
くことがなくて、印刷機又は複写機等に装着できなくなることがなく、さらに落下した時
、注出口が損傷することがないという効果がある。
　請求項５に記載の発明は、矩形状の外箱と、この外箱内に収容された内袋と、この内袋
に取付けられて外箱の壁面を貫通して外部に延出した注出口と、この注出口に取付けられ
たキャップとを具えたカートリッジ容器において、前記キャップは、その開口端縁の表面
が、この表面と対向した前記外箱の対向外壁の表面に非接触とするとともに、その外周面
の一部が、少なくとも、前記対向外壁と周縁を共有した１つの外壁の表面を延在した平面
に接するように設けられ

ているので、外箱の
外壁の前記表面が接地するようにカートリッジ容器を横置きしておくことによって、キャ
ップの外周面も接地するので注出口が傾くのが防止されるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の第１実施例の縦断正面図である。
【図２】この発明の第２実施例の縦断正面図である。
【図３】この発明の第３実施例の縦断正面図である。
【図４】この発明と同種の従来のカートリッジ容器の縦断正面図である。
【図５】この発明の各実施例と従来例との３日間保存後の一部の寸法の変化量を示す図面
である。
【符号の説明】
１　外箱
２　内袋
３　注出口
４　キャップ
６　インキ
７　外壁
８　表面
９　表面
11　一部の外周面
12　外壁
13　表面
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、この外壁の表面が接地するように外箱を横置きした場合、キャップの外
周面も接地するようにし

より

、輸送又は保管するとき、前記１つの外壁の表面が接地
するように前記外箱を横置きし、キャップの外周面も接地するようにし

る 輸送又は保管すると
き、 に取付けられてこの注出口

、輸送又は保管するとき、前記外箱の１つの外壁の表面が接地す
るように前記外箱を横置きし、キャップの外周面も接地するようにし



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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